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都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は、みどり特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

No.83 

代   表：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

  

正月の松が明け、成人式も終わり、本格始動し始めた

１月９日上本郷駅に参加者６人が集まった。快晴で、厳

しい寒さの割に風がなく、日なたでは暖かさが感じら

れた。早速、風早神社を目指した。数年前まで明市民セ

ンターがあった駅前の場所は整地され、赤土があらわ

になっていた。目の前を走る県道５１号線は稔台方面

から花島方面へ緩やかに下り、交通量の多い幹線道路

である。この辺りは傾斜が急で「舗装される前は馬力の

少ない自動車は上がり切れないほどだった」という古

老の話に驚いたのをふっと想い出した。舗装された今

でも自転車で上がるには手強い坂道である。 

風早神社境内に入って右に二十三夜講の碑がある。

月待ち信仰のひとつで旧暦二十三日は午前０時ごろの

遅い時間帯に月が現れ、二十三夜に女性が集まる行事

とされていた。奥に進むと切り倒されただいぶ時間が

経過したと思われる玉切りの幹から新葉が芽吹いてい

て再生力の強さを感じさせてくれた。 

次に向かった宮の下湧水は上本郷第二小学校の際に

あり、放課後児童クラブの敷地近くに水が湧いていた。

カダヤシらしき小魚の姿が確認できた。小学校のプー

ル脇にも湧水箇所がある。この日は見学できなかった。

下見時に放課後児童クラブの小学生の案内で、湧水箇

所を見学できた。かなり険しい急斜面で地層にたまっ

た水が湧き出している印象だった。 

学校内から湧出する水と放課後児童クラブ付近の湧

水が合流し、新坂川へ向かっていく流れは勢いを感じ

させてる水音だった。 

カンスケ井戸は急斜面から湧き出した水が溜まり、

コイが泳ぐ池になっていた。よく手入れされている様

子だった。 

本福寺に向かう登り坂は井戸坂と呼ばれ、その昔台

地の住民がカンスケ井戸の水を汲みに降りては登る

大切な坂道だった。里やまグループ一起の会が長年掃

除や竹の生垣づくりで坂道の保全を続けてきた。 

本福寺で詣でた後、「斬られ地蔵」の由緒や、上本

郷の七不思議に触れ、本覚寺に向かった。道路わきの

植栽クロガネモチ、ナンテン、ソヨゴの赤い実が日に

照らされ光っていた。本覚寺では墓所の端から富士

山、秩父連山、日光連山がはっきりとみることができ

た。 

 

本覚寺を後にし、道路を進むと胸高直径７０㎝はあ

りそうな立派なカヤの木があった。新しい住宅街では

あり得ない景色だ。明治神社境内には上本郷遺跡があ

り、縄文時代前期から後期の貝塚遺跡。竪穴住居跡、

土器、石器など出土したようだ。 

最終地点は二ツ井戸趾。道路の縁に石碑がたたずむ

のみの場所だった。片方の井戸が澄むと、もう一方の

井戸は濁るという言い伝えが上本郷の七不思議のひ

とつになっている。 

初詣を兼ねて神社仏閣、北総台地、谷津、湧水と設

定したコースは天候、富士山の眺望にも恵まれ、すが

すがしい気持ちに包まれた。 

松戸のみどり再発見ツアー№65報告 

「９０００歩登っておりて初詣」 

藤田 隆    

カンスケ井戸前で 
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写真は昨年までの実施記録 （一部を紹介） 

スタンプラリー甚左衛門の森 

「甚左衛門の森」には”イタチの木”、”妖怪

の木”、”大蛇の木”、”あしながおじさん”、

焼きトウモロコシ”など、ヘンテコな名前が

付いた木がいっぱいそんな木を探しながら

森を歩き回るスタンプラリーが楽しめる。 

ハンモックや輪投げ、倒れた大木の枝の先

から思い切りジャ～ンプ！なんて、ワイル

ドな体験も。工作好きな子どもたちには、ネ

イチャークラフトも用意してるよ。 

ワンダーワールド 甚左衛門、八ヶ崎、囲いやま

スタンプラリー八ヶ崎の森 

草や木を見つけて完成させるスタン

プラリー。ハナイカダ、チヂミザサ、

ガマズミ、サワフダギ､キリ、ノビル、

モチノキ、ハリギリの頭文字を並べ

ると「ハチガサキノモリ」。 

ターザンロープも好評。距離は短い

がスピードがでてスリル満点。 

木登り・囲いやまの森 

森の広場の中心にそびえ立つイヌシ

デにネットを巻き付け誰でも登れる

木登りの木を用意している。 

囲いやまの森は音楽会を開けるコン

サート会場があり、いるだけで楽し

める森です。 
ターザンロープ・八ヶ崎の森 木登りネット・囲いやまの森 

スタンプラリー八ヶ崎の森 
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 スラックライン・囲いやまの森 

キッズワールド 溜ノ上、野うさぎ、囲いやま

ハンモックほとんどの森で 

幼児から高齢者までだれでも受け入れる樹林地。

ハンモックに乗ってしまえば自然に笑みがこぼ

れる。しっかりロープをつかんでユラリ、ユラー

リ。真上のこずえからもれる木漏れ日を楽しめ

る。 

ハンモックは緑色のネットと丈夫なロープで

手作りしたもの。市内ほとんどの森で楽しめる。 

森から生まれたチョ
コットアート 
伐倒した木から厳選したクラフト材

料を組み合わせ、色付けして小型の

ツリーを作る。枝を組み合わせて毛

糸で飾り付けるとクモの巣状のクラ

フト作品ができる。（野うさぎの森） 

スラックライン 
体幹鍛えるスラックライン。チャレ

ンジする子どもたちは 10 メートル

のラインをバランスとって訳なくゴ

ールする。大人のチャレンジも見て

みたい。（囲いやまの森） 

竹ポックリは自分でノコギリを挽い

て、ひもを通して作り上げる。小学校

１年生もできる。人気が高い。 

クラフトに挑戦・野うさぎの森 毛糸でクモの巣・野うさぎの森 

竹ポックリ・野うさぎの森 

遊具とクラフト 

子どもたちに人気があるのはハンモック、スラッ

クライン、大型ブランコなどの遊具。 

クラフトはドングリクラフト（ブローチ、アクセ

サリー）、竹クラフト（竹ブンブン、竹カエル、竹

ポックリづくり）、木っ端クラフト（アクセサリー

作り、ツリー製作、毛糸クモノス）、竹ポックリづ

くりではノコギリを挽くこともできる。 
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★松戸のみどり再発見ツアー（観察学習会№65）  

「新緑の森をつないで歩く松戸・市川市ざかい散歩」 
松戸市内の森、市川市との境界に隣接する市川市北部の森、残された自然をたずね、新緑萌える春の森をつない

で歩きます。森の中でじっくりと樹木や野草と向き合い、身近なみどりを楽しみましょう。 
 

4 月 20 日(土) 9:30～12:30 （小雨実施）  参加費 300 円（会員は 100円) 

集合  JR 武蔵野線東松戸駅改札口 9:30  持ち物 飲み物、帽子、マスクは自由 

申込み・問合せ： 090-4078-3703（藤田 4 月 1 日から受付開始 18 時以降）※申込制・先着３０名   

その他 歩きやすい服装でどうぞ   

～しぜんのコラム 57～  

ウラシマソウの釣り糸 

春の怪しい花といえば、サトイモ科のウラシマソ

ウ。蛇が鎌首を持ち上げたような不気味な花だが、

これは花弁ではなく、真の花の集まり(肉穂花序)を

包み込むように特殊化した葉(仏炎苞)だ。また、ウ

ラシマソウの名の由来は、浦島太郎の釣り糸に見立

てられた糸状の「花序の付属体」。釣り糸をたどっ

て仏炎苞を開き、釣り糸の基部をのぞいてみよう。

そこに真の花＝花序(雄しべまたは雌しべの集ま

り)がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 
ウラシマソウ 2022.4.5  関さんの森 

ところで、気になるのはウラシマソウの「釣り糸」

で、なぜ糸状に伸びているのかだ。じつは、釣り糸

を切除すると、花粉を運ぶキノコバエの仲間の訪花

が減り、結実率が低下するとのこと。ウラシマソウ

は、花粉を運ぶキノコバエの仲間を、まさに釣って

いたわけである。 

 ちなみに、ウラシマソウは多年草で雌雄異株。自

家受粉を避けるというメリットがある。また、成長

に伴い雄株(雄しべのみ)から雌株(雌しべのみ)に

性転換するという。若いうちはイモ(球茎)が小さい

からコストのかからない花粉を生産。成長して球茎

が大きくなると雌花を咲かせ、球茎の栄養分をつぎ

込んで果実(種子)を実らせるのである。 

(山田純稔) 

総会のお知らせ 

日時：５月７日（火）１５時～１７時 

Zoomによるオンライン会議 

参加は下記 URLで参加してください。 

https://us04web.zoom.us/j/9565748458?pwd=U1A

zS0EwZFcwY250YkJGUXc3SmN2UT09 

ミーティング ID: 956 574 8458 

パスコード: 3FdWD 

インスタグラムの情報発信手法 

講習会実施 

松戸里やま応援団では２月２２日（木）１４時か

ら、街づくり交流室で「インスタグラム SNSの講習

会」を実施しました。松戸市市民自治課が行う市民

活動団体支援事業に応募したもの。支援事業の内容

は市民活動を行う団体に対し、インスタグラムや

SNS の活用方法等の悩みがあれば、それを解決する

ために講師を派遣するもの。 

応援団では里やま活動への参加者を集める目的

でインスタグラムを始めたが、さらなる情報の拡が

りを仕掛ける手段と方法を探ることが講座実施の

きっかけ。今回講座名を「インスタグラムの目的意

識やターゲットをどのようにすべきか等の情報発

信手法」を明確にし、参加を募った結果、関心の高

い８名が集まりました。インスタグラムや SNSを利

用するにあたって、➀マーケティング手法から対象

のニーズ把握、訴求ポイントを絞る。②ターゲット

やペルソナを想定することで、具体的な対象を意識

することができる。③言語化して対象のニーズやポ

イントを考える土台が必要だと気づくことができ

ました。これが大きかったと考えています。 
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都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は、みどり特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

No.84 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

  

薫風さわやかな季節、今年は 5月 11日から 19日の期間に開催されました。 

天候にも恵まれ、のべ 2000名を超える市民が まつどの森を楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

緑ネット通信 84 号 2024.6.20 

松戸市もかつては人びとの暮らしのすぐそばに森がありました。戦後の人口増とともに住宅団地、工業団地の進出

などで樹林地、田畑が消失し、住宅地の中に樹林地がポツンと残された状態となり、近年、エネルギー革命や生活ス

タイルの変化に伴って管理の行き届かない樹林地が目立つようになってきました。 

次世代に残されたみどりを引き継ぎたいと、市民、所有者、行政の３者が集う市長の諮問機関である松戸市緑推進

委員会の発案で始めたのが里やまボランティア入門講座（平成１５年）で、その修了生が「八ヶ崎の森」の保全活動を

始めました。毎年里やまボランティア入門講座の修了生が輩出されると、市内の樹林地保全にあたるようになりまし

た。みどりを次の世代に引き継ぐためには保全ボランティアだけでなく市民の理解が必要だとして、平成２４年にオー

プンフォレストを始めました。 １２回目となる今年、１８ヶ所の森が公開されました。 
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 甚左衛門の森 

回を重ねるにつれて、様々な工夫を凝らし、楽しい体験を提供す

るようになっている森もあります。今回、甚左衛門の森でのスタン

プラリーを紹介していただきました。 

私たちが 7年前、初めてこの森を整備しようと足を踏み入れた時、

中は荒れ放題、ジャングル状態でとても散策の出来る里山と呼べるよ

うなものではありませんでした。 

そんな森を少しずつ切り開いていったとき、最初に目を引いて現れ

たのがまさしく「カボチャの木」でした。アラカシの木に何らかの原

因で大きなコブができているものなのですが見かけは誰が見てもカ

ボチャそのもの。私たちはそれを「カボチャの木」と命名しました。 

その周りを拠点としてカボチャの木広場と名付け、森の整備を進

めていったのですが、元が荒れ放題の森だっただけに普通では見ら

れない珍しい状態の木が沢山。そんな珍しい木を見つける度にユニ

ークなネーミングと共に樹木銘板を作っていきました。オープンフ

ォレストの時には子供たちの（大人の方も）驚きの笑顔を楽しみ

に、森の地図に銘(迷)木の写真を載せて案内していました。最近で

は周りの要望がどんどんエスカレートしていき、とうとうスタンプ

ラリーとして楽しんでもらっています。 

写真と一致する木を探し、そこに置いてある番号印を押して回る

わけですが、子供達からも好評なようです。 

ではカボチャの木をはじめ、いくつか面白い木をご覧下さい。 

海津 邦夫 記 
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それぞれの森で、
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昨年度、新型コロナが５類感染症に移項し、パンデミックの猛威

は過ぎたとはいえ、改めて新興感染症の備えを怠らずしておく、置

き土産を残していきました。オープンフォレストや森の音楽会など

も無事に開かれ、日常に近くなった感のある年になりました。 

オープンフォレストで一般の方に森を公開する試みが 12回行わ

れ、再発見ツアーでは 65回、それ以前の観察学習会を含めると 81

回になります。今年は里やま応援団に属する森 15か所の森をめぐ

るツアーの企画でみなさんに松戸のみどりを再発見してもらおう

かと考えています。            代表 藤田 隆 

★松戸のみどり再発見ツアー（観察学習会）№66   次号通信(9月発行予定)を再度確認ください。 

９：３０～１２：３０ （小雨実施） 参加費 300 円（会員は 100 円) 

集合  新松戸駅 改札口 9：30 集合        持ち物 飲み物、雨具 

申込み・問合せ：  その他 歩きやすい服装でどうぞ 

※参加は申込制・先着３０名 （10月 1日より受付） 

） 

 

再発見ツアー65  新緑の緑をつないで歩く松戸・市川 しざかい散歩 
        藤田 隆  

4 月２０日（土）東松戸駅に集まった参加者 25 人を待

っていたのは農地が広がる田園風景でした。「松戸にもこ

んな所があるのね」と。これこそ再発見！ ひばりがさえ

ずり農家の庭には重咲きの桜が咲き、暖かい日差しが心地

よい感触です。 

 梨街道を渡り小浜屋敷の森に入ると空間がぽっかり空

いて、森に包まれた心地になりました。杭が保護していた

のはキンラン、周りを見渡すとそちこちに咲いていまし

た。この森で目立つのはイヌシデで、樹皮の独特の模様が

一説によると着物の柄の「よろけ縞」の模様のモデルらし

いと写真を見せながら説明すると、着物に詳しい方から、

男の方の着物の柄に多いと説明を加えてくれました。 

 甚左衛門の森ではナラ枯れの被害でコナラなどの

大きな木を伐採したことで空間ができてしまい、こ

れから植樹を考えていると話をしました。 

市川市の大野の森に向かう途中では花盛りのサル

トリイバラが、またウラシマソウをじっくり観察し

受粉の戦略と性転換の説明をしました。 

大野の森も市民ボランティアが保全活動をしてい

ます。ここではシートを敷いて大の字になって青空

を見上げることをお勧めしました。広場でゆったり

とした時間が持てたので、参加者全員に感想を聞き

ました。「すがすがしい森の中が楽しかった」、「よろ

け縞、木が人の生活に身近なものとしてあったこと

思い知らされた」などの意見をいただきました。 

「オープンフォレストのことは知らなかった、素晴らしい活動をしている」「市

内に大きな森があるのは知っていたが、森に来てボランティア活動によって

守られていることを学んだ」などの声がありました。 
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都市の緑を残すためには、緑を見守り育む人のネットワークが不可欠です。私たちの活動の目的は、みどり特に 

樹林の保護･保全を願う人やグループと連携しその輪を広げ，豊かな生態系を保つ森を次世代に伝えることです。 

No.85 

代   表 ：藤田 隆   

年 会 費 ：1000 円 

口座番号：00170-9-696174 

連 絡 先 ：高橋盛男 090- 2935- 9444 

  

松戸市 みどりと花の課長 三末容央 

 

 

 

 

「フォレスト・マネジメント」、直訳するとフォレスト（森・樹林地）をマネジメント（管理･運営）するとなりますが、 分かり

やすく言いますと、「市内に残された森を可能な限り保全し、森の効用・機能を発揮させることで、森の存在をより身近

なものにしていく」、そのための仕組みを再構築していくことを指し、令和 4 年春に公表した「松戸市みどりの基本計

画」の中ではじめて皆さまにお示しさせていただいたものです。 

松戸市では、これまでも里やま活動の皆さ

まや諮問機関である緑推進委員会などのお

力添えをいただき樹林地保全を進めてまい

りましたが、それでも樹林地の減少傾向は続

き、昨年春には里やま活動が行われていた

「秋山の森」も失うことになってしまいました。

「秋山の森」を失ったことは、基本計画にある

「フォレスト・マネジメントの仕組みづくり」を絵

に描いた餅で終わらせてはならない決意を

示す大きなきっかけとなりました。 

言い方は悪いですが、基本計画自体は

良くも悪くも計画であり、実行力を伴うもので

はありません。よって実行に移すには次の行

動が必要になりました。みどりと花の課の計

画を市の計画に乗せる作業です。担当課だ

けが「樹林地、樹林地」と騒いでも予算がつ

く保証はどこにもありません。よって市の取り

組みとして「フォレスト・マネジメントの仕組み

づくり」を位置付ける必要がありました。 

みどりと花の課では市内部でのコンセンサ

スを得るために、次のとおりフォレスト・マネジ

メントのロジックを整理しました。 

 

松戸市みどりの基本計画より 

新しい「松戸市みどりの基本計画」に取り入れられたフォレスト・マネジメント。

市内の樹林地保全、そして里やま活動とも深く関係する重点施策です。これについ

て、みどりと花の課の三末容央課長にわかりやすく解説していただきました。 
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緑に携わる人にとっては当たり前のロジックだと思うかもしれませんが、このような長期的に大きな財政支出を伴うよ

うな事業を市の意思としてコンセンサスを得ることは簡単なことではありません。それでもやらなければならないという

思いで基本計画に記載し、タイミングをうかがいました。このタイミングが意外と早く訪れました。ご承知の皆さんも多い

と思いますが、都市計画マスタープランの策定です。まとまった面積を有する樹林地の多くは市街化調整区域に残さ

れていることから、マスタープランにおける「市街化調整区域のみどりを保全する」という方針に、「フォレスト・マネジメ

ントの仕組みづくり」の方向性が合致したものです。みどりの施策を事業化する上で、上位計画に取り上げてもらうこと

は大きな意味を持ちます。都市計画課、街づくり部長、副市長、市長と、市内部でのコンセンサスを得る作業は驚くほ

ど順調に進み、今年３月の施政方針には「フォレスト・マネジメントの仕組みづくり」が謳われました。施政方針でお示

しするということは市民の皆さまにお約束をするということです。 

みどりと花の課では、今年度から最初のステップである「樹林地台帳の整備」に取り組みます。樹林地を保全する上

での優先度を見える化するために必要な評価項目を設定し、それぞれの項目を調査していきます。その出来上がっ

た台帳を基に、特別緑地保全地区の指定などの既存の施策や新たな施策、また里やま保全活動の支援拡充を、安 

定的な予算を確保した上で優先度に応じてメリハリをつけ再分配することをイメージしています。 

今回はここまで

のお話ですが、進

捗に応じてまたこ

の紙面をお借りし

ご報告ができれば

と思っております。

引き続き、皆さまの

ご理解、ご協力を

いただきながら進

めてまいりますの

で、よろしくお願い

いたします。 
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これから松戸市内で地域活動・市民活動や NPO に

参加して、地域で何かに取り組んでみようと考えてい

る方向けに、まつど市民活動サポートセンターが取り

組んでいる地域活躍塾。今年８期目の塾生たちが６月

から来年３月までの間、全１５回の講座にチャレンジ

している。 

８月２７日（火）は市内で活動する団体に体験活動

するためのマッチングの日。塾生の思い描いていた活

動とマッチするのかを確かめる意味もある。団体と直

接話して、団体が塾生と距離を縮める機会でもある。 

今年は３人の方が森での体験活動を表明しました。

「昔、この辺あそび場だった」、「住まいの近くの森、

気になっていた」と動機もシンプル。 

地域活躍塾から 

応援団や関さんの 

森を育む会の会員 

になった方も 10 人 

ほどいると言われ 

ている。貴重な戦 

力への期待も大き 

い。（藤田隆） 

ポイントアップ目指して 
スローライン練習会 

８月１８日（日）野うさぎの森でスローライン練習

会が開かれ、１4 人が参加した。講師は市川市わんぱ

くの森、大町教育の森で活動する大峡章禧男さん。 

スローラインとは、手の届かない高いところにロー

プを通す道具、細くて丈夫なラインに 300g 程度の重

りを付けたもので、これをロープをかけたい木の股に

向かって投げる。目指すポイントに投げるのは、なか

なか難しいため講習会が開催された。 

初めにスローラインの役割について説明があった。

落としたい枯れ枝に投げて、落ちてきたスローライン

をロープに結び枯れ枝などの処理に活躍する。また、

高いところのしっかりした枝にロープをかければ、ハ

ーネス、カラビナ、リギングギアといった装備を着用

し、ロープを頼りに樹上に登り、梯子の届かない高所

の枝の伐採も可能だ。 

この日は、スローラインの練習会とあって、的当て

に挑戦するゲーム形式で行われた。10 点 30 点、50

点、100 点と点が高くなるにしたがって難易度が増

す。チャレンジに躊躇していた参加者も、何度か投げ 

てコツがわかるとポイント

アップを狙い、その場から離

れない。見事に 100 点を取

った猛者もいた。 

高所の枯枝は森の安全の

ために早めに落としたいが

なかなか難しい。今回の愉し

みながらの技術力アップが

里やま活動の励みになるの

ではないだろうか。(藤田隆） 

 

自治会の「夏休み子ども教室」が 

森にやってきた！ 

 子どもたちの育成支援に力を入れている河原塚南山

自治会の「夏休み子ども教室」(32 名)が野うさぎの森に

やってきた。今年は 2 回目。 

森のボランティア「樹人の会」の活動意味を分かりや

すく説明した後森を一周。その後竹のバチを手に輪にな

ってリズム遊びを楽しみ、定番のブランコ、竹ぼっくり、ハ

ンモックやドングリ弾のパチンコなどに時間を忘れた。 

後ほど届いたメールで、小 3 の子が「私の一生の思い出になったわ」と感想を述べたとのこと。バルセロナ五輪・

水泳金メダルの岩崎恭子さんを思わせるほほえましい言葉は、ガイドに汗を流した会員たちにとって最高、最良の 

清涼剤となった。（イチニイ通信より抜粋 文・写真小林(政)） 

 

まつど地域活躍塾とマッチング 
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暑くても！松戸の森は元気です！！ 
7/2 小学 2 年生自然体験 関さんの森 

7/4 保育園児「自然散策と森あそび」紙敷石みやの森 

7/8 ヤマユリ鑑賞会 芋の作の森 

7/10 こども園園児 自然体験 関さんの森 

7/21 ぷらっと子どもの森 囲いやまの森 

7/21 そうめん流し 関さんの森 

7/26  虫とあそぼう溜ノ上の森 

7/28  Let’s 体験受け入れ 野うさぎの森 

8/1 ドンちゃんグリちゃん自然展「水鉄砲を作って 

あそぼう」21 世紀の森と広場 里やま Q 

8/3  Let’s 体験受け入れ 三吉の森 

8/4 Let’s 体験受け入れ 関さんの森 

9/8 ぷらっと子どもの森 

  囲いやまの森。 

写真(左)は昨年 9 月、竹を半分

に割ったものを線路のように敷

いて…子どもの自由な発想で竹

踏みコースが出来上がった。 

 

★松戸のみどり再発見ツアー（観察学習会）№66    

「新松戸のみどりをつないで関さんの森へ」 

台地と谷津がおりなす新松戸の地形を感じながら、新しい住宅群に残されたみどりについて考えたいと思います 
 
10 月 14 日(月休)９：３０～１２：３０ （小雨実施）  参加費 300 円（会員は 100 円) 

集合  新松戸駅 改札口 9：30 集合              持ち物 飲み物、雨具 

申込み・問合せ： 090-4078-3703（藤田 18 時以降）    その他 歩きやすい服装でどうぞ 

※参加は申込制・先着４０名 （10月 1日より受付） 

 

 
 

８月２２日（木）幸谷小学校で竹ポックリづくりが行

われた。幸谷小では夏休みの放課後児童クラブのイベ

ントとして毎年行われ、この日は１、２年生が体験。

８０人が５人ずつ入れ替わりでやってきて、ノコギリ

で竹を切り、ドリルであけた穴にひもを通して結び、

ポックリを完成させた。一人あたり２０分で完成させ

るタイムスケジュールの中で、竹カット組、ドリル穴

あけ組、紐通し組と分かれて作業した。完成して靴を

通して歩くと子どもから自然と笑みがこぼれた。挨拶

に２階へ上がると「楽しかったよ」と声が飛び、参加 

した応援団の有志は

笑顔を返した。子ども

の素直な反応は竹ぽ

っくり作りを続ける

エネルギーのようだ。 

（藤田隆） 

竹ぽっくりに挑戦 

 

～しぜんのコラム 58～  

オオセイボウ 

私にとっての「幸せの青い鳥」はルリビタキ。出会

うと幸せな気持ちになる。そして「幸せの青い蜂」は

オオセイボウ(大青蜂)。3 年ぶりに 21 世紀の森と広

場でオオセイボウに出会うことができ、幸せな気持

ちになったのだが……。 

 

オミナエシで吸蜜するオオセイボウ 2022.9.7  21 世紀の森と広場 

オオセイボウはメタリックブルーの美しいハチ

で、「飛ぶ宝石」ともいわれている。その生き方は、

寄生(労働寄生)というもので、スズバチなどドロバ

チ類が寄生される相手(宿主)となる。 

ドロバチ類は泥で巣を作り、青虫などを捕獲して

巣に運び込み、卵を産み付けて幼虫の餌にする。オオ

セイボウは、自ら巣を作ったり餌を狩るようなこと

はせずに、ドロバチの泥の巣に穴をあけて産卵。孵化

したオオセイボウの幼虫は、ドロバチが狩った青虫

を横取りする形で食べて成長する。 

つまり、寄生した宿主の体から栄養を搾取するの

ではなく、宿主が餌として確保したものを食べると

いう、宿主の“労働”を搾取するのがオオセイボウの

生き方(労働寄生)。そんな生き方をするオオセイボ

ウを見て、幸せな気持ちになるのは、ドロバチに申し

訳ないと思うのだが……。 

(山田純稔)  


